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                                                               人権男女第 １００ 号 

 

 

「ハートフルフェスタ２０２５おかやま」開催事業技術提案実施公告 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条第１項の規定による随意契約の方法により

契約を締結するため、次のとおり技術提案を募集する。 

 

 令和７年８月４日  

 

                                         岡山県知事 伊 原 木 隆 太 

 

 

１ 技術提案に付する事項 

（１）業務名 

      「ハートフルフェスタ２０２５おかやま」開催事業 

（２）業務内容 

   別添仕様書のとおり 

（３）契約期間 

      契約締結日から令和８年１月３０日（金）まで 

（４）履行場所 

      岡山県県民生活部人権・男女共同参画課長が指定する場所 

（５）見積上限額 

２，３８１，５００円以内（消費税額及び地方消費税の額を含む。） 

（うち、委託金額２，３７０，５００円以内、イベント保険料１１，０００円以内） 

 

２ 技術提案に参加できる者の資格 

公告日から委託事業者が決定する日までの間、次に掲げる要件のすべてを満たしていること。 

（１）「岡山県役務の提供の契約に係る入札参加資格者名簿」（以下「入札参加資格者名簿」とい

う。）に登載されている者であること 

（２）「入札参加資格者名簿」の「入札参加資格」のうち「格付部分」が「Ａ（契約の予定価格

制限なし）」もしくは「Ｂ（契約の予定価格八百万円未満）」に該当する者であること 

（３）「入札参加資格者名簿」の業務種目「大分類５ 企画・製作（情報・通信サービスを除

く）」の中の、「小分類５ 広告・広報」及び「小分類６ イベント企画・運営」の両種目

に登録した者であること 

（４）「入札参加資格者名簿」に登載された所在地が岡山県内であること。もしくは、「入札参加
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資格者名簿」に登載された所在地が県外であっても、支店・営業所が岡山県内にあること。 

（５）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当する者

でないこと 

（６）岡山県役務の提供の契約に係る入札参加資格審査要領（平成１９年岡山県告示第３３２

号）に規定する入札参加の停止の措置を受けている者でないこと 

（７）岡山県から役務の提供の契約に係る入札参加除外の措置を受けている者でないこと 

（８）岡山県建設工事等暴力団対策会議運営要領に基づく指名除外を受けている者でないこと 

（９）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている

者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の申立てがなされて

いる者（更生手続開始の決定又は再生手続開始の決定を受けている者を除く。）でないこと 

 

３ 契約条項を示す場所 

  〒７００－８５７０ 

岡山市北区内山下２－４－６ 

岡山県県民生活部人権・男女共同参画課 

ＴＥＬ ０８６－２２６－７４０６ 

ＦＡＸ ０８６－２３４－５９２４ 

 

４ 技術提案手続等 

（１）委託業務仕様書及び技術提案参加資格確認申請書の配布期間及び場所 

  ア 配布期間  令和７年８月４日（月）から令和７年８月１８日（月） 

                   ９時～１２時、１３時～１７時（但し、閉庁日を除く） 

  イ 配布場所    上記３の場所に同じ。なお、岡山県県民生活部人権・男女共同参画課ホー

ムページからダウンロードすることもできる。 

（２）仕様等に対する質問の受付 

    ア 受付期限  令和７年８月１８日（月）１７時（必着） 

    イ 受付方法  「仕様等に対する質問・回答書」（様式第２号）によりＦＡＸにより提出す

ること。なお、電話又は口頭による質疑には応じられない。 

    ウ 宛  先  岡山県県民生活部人権・男女共同参画課 

                   ＦＡＸ ０８６－２３４－５９２４ 

  ※質問の内容及び回答については、必要に応じて岡山県のホームページに掲載する。 

（３）技術提案参加資格確認申請書（様式第１号）の提出 

  ア 提出期限  令和７年８月２０日（水）１７時（必着） 

  イ 提出場所  上記３の場所に同じ 

  ウ 提出方法  持参又は郵便等（書留郵便、配達記録郵便その他これに準ずる方法による

ものに限る） 
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（４）技術提案参加資格要件の審査 

  ア 審査結果の通知 

    技術提案参加資格確認申請書を提出した者について、審査の結果、不適合と認められる

者に対してはその旨を通知する。この通知を受けた者は、この技術提案に参加することが

できない。 

  イ 技術提案参加資格要件不適合の理由の説明要求 

    技術提案参加資格要件不適合通知を受け取った者は、令和７年８月２８日（木）までに、

上記（２）ウの宛先にＦＡＸする方法により、説明を求める書面を提出することができる。 

（５）技術提案書の提出 

    ア 提出期限    令和７年８月２８日（木）１７時（必着） 

   イ 提出場所    上記３の場所に同じ 

   ウ 提出書類 

   （ア) 技術提案書 

・様式は任意とし、サイズはＡ４版縦の左綴じとする。ただし、図面等を使用する場

合は、Ａ３版横の使用も可とする。 

・提案書には、概ね次の項目について記載されていることが必要である。 

（ａ）事業計画 

・テーマに沿った企画・ねらい 

・構成（タイムスケジュール、ステージイベントの演目、出演候補者等） 

・契約から事業完了までの全体スケジュール（事業後の書類作成含む） 

・オンラインによる配信に係る事項 

・ポスター及び作文入賞者や入賞作品を紹介する動画等の案 

（ｂ）運営等に関する業務 

・会場配置図 

・障害のある人等への対応（手話通訳、要約筆記、合理的配慮等） 

・来場者の安全確保を優先した運営体制（スタッフの役割、人数等） 

・荒天の影響等により、会場での開催を中止する場合の対応 

・フェスタの規模及び提案内容に見合ったイベント賠償責任保険内容 

         （ｃ）広報等に関する業務 

・広報宣伝計画（周知する媒体、内容、時期、工夫等） 

・参加者募集チラシのデザイン案 

・「ハートフルフェスタ２０２５おかやま」ホームページの案 

・Ｗｅｂ広告のデザイン案 

   （イ) 見積書 

     ・様式は任意とする 

・本事業に要する全ての経費を見積もること 
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・託児室で行う託児業務は、県と託児業者が別途契約を締結し、県が経費を支払うた

め、当該業務に要する経費については、本事業に要する経費に含めないこと 

・内訳を具体的に示すこと 

   （ウ） 実績調書（様式第３号） 

過去に同程度のイベントの開催・運営委託業務の実績がある場合は、提出するこ

と。なお、当該実績にかかる契約書の写し等、内容を証明できる書類を添付すること 

   （エ） 誓約書（様式第４号） 

   エ 提出方法  持参又は郵便等（書留郵便、配達記録郵便その他これに準ずる方法によ

るものに限る） 

   オ 提出部数  ８部（見積書は、正本１部のほか写し７部） 

（６）技術提案書の説明 

技術提案参加者は、委託事業者選定委員会において前記（５）により提出した書類につい

て、次のとおり説明を行わなければならない。 

    ア 説明日時  令和７年９月１日（月） ※詳細は参加団体に対し別途連絡する 

   イ 説明方法  オンラインによるプレゼンテーション 

   ウ 説明時間  １提案あたり４５分以内（説明３０分、質疑応答１５分） 

 

５ 審査及び選定の方法 

複数の選定委員で構成する委託事業者選定委員会において、上記４（６）技術提案書の説明

（プレゼンテーション）を実施の上、別添「ハートフルフェスタ２０２５おかやま」開催事業

委託事業者選定審査要領により、提案書等の内容を審査し、採用する技術提案（委託事業者）

を選定する。 

 

６ 契約の締結 

（１）契約の締結 

委託事業者の決定後、採用された技術提案を基本として県と当該委託事業者が再度詳細な

協議を行った後、契約を締結する。 

（２）契約保証金  

岡山県財務規則（昭和６１年岡山県規則第８号）第１５３条及び第１５５条の規定による。 

（３）契約については、契約書に定める事項のほか、岡山県財務規則その他法令に定めるところ

による。 

 

７ 不適格事項 

  次のいずれかに該当するときは、その者の参加及び提案は無効とする。 

（１）技術提案に参加する資格のない者が提案したとき 

（２）提案書等が、上記４（３）ア及び（５）アの提出期限を超えて提出されたとき 
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（３）上記４（６）の説明に参加しなかったとき 

（４）提案書に不足又は虚偽の内容があったとき 

（５）見積書の金額が、上記１（５）の金額を超えるとき 

（６）提案者が、上記２に定める技術提案に参加できる者の資格を喪失したとき 

（７）その他、提案者に求められる義務を履行しなかったとき 

  

８ その他 

（１）提出された提案書類等の追加及び修正は認めない。ただし、上記４（６）における補足説

明資料がある場合は、技術提案書の説明（プレゼンテーション）までに持参又は郵送等によ

り、上記３の場所に届けることとする。 

（２）技術提案は、技術提案参加者ごとに２案までとする。 

（３）技術提案に係る費用は、すべて技術提案参加者の負担とする。 

（４）提出された書類は、委託事業者の選定を行うのに必要な範囲内において複写することがあ

る。 

（５）技術提案参加者に、提出書類の内容について説明を求めることがある。 

（６）提出書類は返却しない。 

（７）審査経過については公表しない。
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（別添） 

「ハートフルフェスタ２０２５おかやま」開催事業委託事業者選定審査要領 

１ 趣旨 この要領は、標記委託事業者の選定に係る審査に必要な事項を定める。 

２ 審査 審査は、オンラインによる委託事業者選定委員会において、各技術提案参加加者から

提出された提案書及び説明の内容に基づき３に定める内容により行う。 

３ 審査項目等 

№ 審査項目 審 査 基 準 
配 点 

（満点） 

１ 事業内容 

・テーマの現状を理解し、テーマ趣旨に沿った企画とな

っているか。 

・特に若い世代が関心を持ちやすく、またより多くの集

客の見込める内容（ステージイベントの演目、出演候

補者等）であるか。 

２０点 

２ 事業計画 

・契約から事業完了まで、事業を適切に実施できるスケ

ジュールであるか。 

・事業の進行管理が可能な体制であるか。 

・オンラインによる配信方法は適当か。 

５点 

３ 運営等に関する業務 

・事業を適切に実施できる運営体制であるか。                    

・障害のある人等へも配慮された運営（会場設営、スタ

ッフ配置等）であるか。 

・インターネットを使った配信に関する技術や知識を持

ち合わせており、十分な対応が可能か。 

１０点 

４ 広報等に関する業務 

・独自の効果的な広報活動の提案があるか。 

・提案された広報活動は費用対効果の面から適切である

か。 

・周知するための媒体、内容、時期について、工夫等が

なされているか。 

・県民からの問い合わせ等に対して、十分な対応が可能

か。 

１０点 

５ 
見積書、実績調書、 

その他 

・「委託業務仕様書」に示した業務についての経費の積算

が適切にされているか。また、見積金額は事業内容等

に見合った額であるか。 

・類似業務の受託実績等があり、有効かつ適切な業務が

確保できるか。 

・その他特筆すべき事項 

５点 

 計  ５０点 

４ 審査等各選定委員がつけた点数を合計し、その合計点数が最も高かった者を委託候補者とし

て選定する。ただし、前記３の「№１事業内容」「№２事業計画」及び「№４広報等に関する

業務」に係る項目について、満点の２分の１未満の点数をつけた選定委員が 1名でもいる場

合、その提案は不採択とする。 


